

















キーワード：地域経済成長 経済政策 市場化 外国直接投資
１ はじめに






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ば，1990 年時点で生産性の最上位である上海市の 8203元に対して，最下位の貴州省は 812元
で，その差は約 10倍である．しかし，2000 年になると，それぞれの労働生産性は 30280元と
1506元となり，生産性格差は 30倍までに拡大している．また，地域平均値から見ても，沿海地













行っている．例えば，初期の研究としては，Fleisher and Chen (1996), Jian, Sachs, and War-
ner (1996) などが挙げられる．Fleisher and Chen (1996) の分析では，沿海地域の地理的優位
性及び外国直接投資が地域経済の成長不均衡に影響していると主張している．また，Jian,
Sachs, and Warner (1996) の研究も同じく沿海地域の地理的優位性を指摘している．
さらに最近の実証研究では，中国地域における改革・開放の経済政策の役割が注目されるよ
























まずFleisher and Chen (1996) の研究では，省別一人当たり実質付加価値額を用い，25地域


















証研究が行われるようになってきた．その代表的な研究としては，Demurger et al. (2002)，林
毅夫・劉明興（2003），などが挙げられる．










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1978 年-1990 年と 1990 年-2000 年の２期間の平均成長率である．初期労働者一人当たり実質
GDP対数値は各地域における 1978 年と 1990 年の労働者一人当たり GDP対数値である．初期
平均投資レベルは各地域における 1978 年-1983 年と 1990 年-1995年の名目 GDPに占める全
社会固定資産投資額の平均割合である．平均人口成長率は各地域の 1978 年-1990 年と 1990年-
2000 年の２期間の人口成長率である．そして，初期一人当たり教育年数は，中国国家統計局の












これを１とした．データは，1978 年-85年と 1990 年-1995年の平均値をとっている．
市場化平均レベルは各地域における第二次産業における名目生産額に占める民間企業の生産
額の割合である．実証分析においてそれぞれ，1978 年-1983 年と 1990 年-1995年の初期におけ
る２期間平均値，及び 1978 年-1990 年と 1990 年-2000 年の２期間平均値を用いている．外国
直接投資レベルについては，各地域の名目 GDPに占める外国直接投資の割合を用いている．
データが欠落しているため，実証分析においてそれぞれ，1983 年-1988 年と 1990 年-1995年の





plogy it,logy it-a/a/c+b1logy it-a+6
j
fc jit-a+b2T+b3Policy it-a
+b4Market it-a+b5FDI it-a+e it …①
①式の被説明変数は，i地域の a期間における労働者一人当たり実質 GDP（y）平均成長率で
ある．logy it-aは a期間における i地域の初期労働者一人当たり GDP対数値である．c jit-a
は a期間における i地域の名目 GDPに占める初期平均投資率，初期人口一人当たり教育年数，
平均人口成長率など経済成長分析で用いられている変数のベクトルである．Tは期間ダミーで
ある．Policy it-aは a期間における i地域の初期経済政策平均指数である．Market it-aは a期
間における i地域の初期市場化平均レベルである．FDI it-aは a期間における i地域の初期外
国直接投資平均レベルである．推計方法は他の地域効果をコントロールするため，固定効果を

































































































0.803 0.856 0.860 0.862 0.881
サンプル数 60 60 60 60 60













Market it/c+b1T+b2Policy it-a+b3 logy it-a+b4h it-a+e it …②
②式の被説明変数であるMarket itは t（1978-1990，1990-2000）期間における i地域の期間平
均値を使用している．右辺の説明変数である Policy it-a，logy it-aは成長モデルで用いられた
変数と同じ定義の変数を使っている．h it-aは初期人口一人当たり教育年数である．それぞれ t
期間における i地域の初期値である．Tは期間ダミーである．推計方法は固定効果を用い，




































0.920 0.910 0.660 0.651
サンプル数 60 60 60 60











FDI it/c+b1T+b2Policy it-a+b3 logy it-a+b4h it-a+e it …③
③式の被説明変数である FDI itは t（1983-1990，1990-2000）期間における i地域の期間平均
値を使用している．説明変数はMarketで推計した②式と同じ定義のデータを用いている．T
は期間ダミーである．また，推計方法は同じく固定効果を採用している．データセットは 1983
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変数名 平均値 中央値 最大値 最小値 標準偏差 サンプル
労働者一人当たり実質
GDP平均成長率
0.073 0.072 0.118 0.028 0.020 60
初期労働一人当たり実質
GDP対数値
7.127 7.067 8.943 6.092 0.591 60
初期平均投資レベル 0.253 0.244 0.510 0.129 0.080 60
平均人口成長率 0.014 0.014 0.032 0.004 0.005 60
初期人口一人当たり教育
年数
3.011 2.794 6.515 0.546 1.103 60
市場平均レベル 0.369 0.316 0.793 0.102 0.171 60
初期市場平均レベル 0.312 0.258 0.730 0.064 0.155 60
外国直接投資平均レベル 0.040 0.013 0.285 0.000 0.065 60
初期外国直接投資
平均レベル
0.029 0.004 0.266 0.000 0.056 60
初期経済政策平均指数 3.247 3.167 7.833 0.500 2.811 60
